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調査背景

Å施設利用者の2名と話す機会があった。

Å施設に対する や退所後の生活に ӗをもっている。施
設での生活に ΰοΜσΜ様子。

①当施設の利用者（患者さん）は、当施設のサービスをどう
思っているのだろう？

②利用者は日常生活で何に困っているのだろう？
③当施設利用者の退所後の生活で起こりえる問題は何だろう？
④OTCはどんなフォローアップをしているのだろう？
⑤利用者とその家族の「生活の質：Quality of life 」は、どうなん

だろう？
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生活の質とは？

Å ᶨχלˢQOL : Quality of life) とは、物理的な豊かさだ
けでなく精神面も含めた生活全体の豊かさを自己実現し、
どれだけ人生に` を見いだしているか、ということを尺
度としてとらえる概念。

Åその「` 」とは、 χὲῴ、良好な人間関係、やりが
いのある仕事、快適な住環境、十分な教育、レジャーなど
様々な観点から計られる。

日常生活活動に限らず、社会参加や家庭生活を含めた施
設利用者の「生活の質」の支援が出来ないか？

8



調査目的

利用者の抱える日常生活上の問題点を把握し個別に対応でき

る質の向上したТ϶к˔ϯАФへとつなげる。

患者の退所後の生活で、生じる可能性のある問題の対策や

ⱳ › χ を、入所中から行えるようにする為。

色々な理由で、一時的ないし長期に通院が出来ない利用者や

家族にも寄り添い、利用者の抱える不安を少しでも減らし、

利用者の ᶨχלχΰ Ϭ◦כする為。
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調査内容

定期通院者 病名と性別分布

入所者 平均入所日数、疾患別人数、理学療法部門に対す
る満足度調査、施設生活に関する満足度調査、早
期退所を希望する理由、入所費用に関する調査、
エクササイズのタイムテーブルについて、
エクササイズをやらない理由調査、日常生活活動
で抱える問題点

元入所者 退所後の日常生活上の問題の有無

その他 理学療法部門と義肢制作所部門の連携について
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調査結果
① ☼ τ ṍ ԚΰοΜϥ χיּ ρ
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→男・女共に切断が一番多い。2番目に多いのが、男性が先天
性疾患、女性が変形性関節症となった。
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調査結果

① ☼ τ ṍ ԚΰοΜϥ χיּ ρ

→男・女共に切断が一番多い。2番目に多いのが、男性が先天性疾
患、女性が変形性関節症となった。
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調査結果
☼ χיּ ỡ
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→痙性の疾患とポリオの入所日数が長い。切断の入所日数が短い。
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☼ Ḇכχיּ

調査結果
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→切断が192人と一番多い。2番目に多いのが先天性疾患で87人。



☼ τΣΪϥיּ ᶘ τ βϥ ₰

調査結果
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→「良い」と前向きな回答が多かったが、一方で「悪い」との回答
もあった。



☼ ☼τΣΪϥיּ ᶨχ ₰

調査結果
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→施設の生活について12人中11人が「不満」と回答。



調査結果
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→学校に行きたい、友達に会いたい、自由に過ごしたい、仕事に早く
復帰したい、理由なく早く家に帰りたいからとの回答。



調査結果
☼ χיּ τνΜοχ ₰

Ṱ♥ʾ ἇ зМРз ›ὓ ṍḧ

A さん
下肢切断
（成人）

（食事付
き）1ヶ月
400ЈДϰ

下肢装具
1500セディ

100セディ 2000セ
ディ

1ヶ月

B さん
変形性関節症
（児童）

（食事付
き）1か月
130ЈДϰ

補装具
500セディ

70セディ 700セディ 1ヶ月

C さん
先天性内反足
（乳幼児）

（食事な
し）1ヶ月
50ЈДϰ

固定式シューズ
70セディ

10セディ
Ponseti
20セディ

150セディ 1ヶ月
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→利用者さんの入所期間が延長した場合、入所費用の負担額が増え
てしまう。



調査結果

☼ τיּ βϥϵϼЂЂϱЇχЌϱЭГ˔УиτνΜο

Ⱳḧ ᶨ

8:00am-12:00pm 午前のトレーニングセッション

12:00- 1:45pm ランチタイム

2:00pm-
4:00pm(4:30pm)

午後のトレーニングセッション

→全体のトレーニングの時間は管理されているが、個人のト
レーニングの時間は決まっていない
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調査結果

ϵϼЂЂϱЇϬϞϣσΜ τνΜοχ Φ︡Ϥ ₰

・Workshop に行って、修理・調整の為に時間がかかった。
・友人・知人に電話しなければならなかった。
・ソケット挿入部に傷が出来たので、歩行練習が出来ない。
・自覚症状の出現（腹痛・頭痛・胃部不快感・倦怠感など）。
・ソケットが緩くなっていて、workshop から修理の声かけを

待っているから。
・天気が雨で外に出れないから。
・寝過ごした等。
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→自覚症状の出現や義肢・装具の修正・調整以外の内容について
は、改善の余地が十分にあると考えられた。



調査結果

ᾕ χיּ ῇχ ᶨτᴡΤ ΥΚμθΤςΞΤχ ₰
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ΰθᾕ יּ

ある ない

問題あり

①歩行時にelbow crutchが未だに
必要な状態だから。
②退所して間もなくして、Ṱ
χ ὋΧ︣ が故障。
③◦ ΦУ˔БχЊ˔и
に問題が生じた。
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問題なし

→16人中3人が問題があったと回答。



調査結果

ˢ ʾⱪ ʾ ◓ ˣχ Πϥ ₰

〈共通して多く見受けられた内容〉
・Ṱ♥ʾ ἇχ ΰΜ を本人又は、入所部門のスタッフが

理解していない。
・῏μθ π され、傷など ⱳ › が出現している。
・補装具・補助具の大きさや長さが なまま使用されている。
・利用者本人の力だけでは、義肢装具の Υ ӬπψσΜ。
・痛みが発症した際、 Ϭ したままにしている。装具も外し

たまま放置されている。
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→上記の内容が退所後に生じているとしたら、問題になると考えられ
た。



調査結果

ᶘ ρṰ♥ ⌠ χ ὀτνΜο

Μ ΨσΜ

・問題あればその都度、ス
タッフ同士で相談し合う。
・切断患者は、歩行評価をす
る機会を週2回設けている。

・利用者さんの義肢・装具の初
装着や修理・調整後の再装着
の時に理学療法部門スタッフ
が κᵓΠοΜσΜⱧがある。

23

→義肢・装具の管理・使用方法に関する情報共有に問題あり。



仮説

利用者の「生活の質」を低下させていると考えられる３つの要因

ṍḧχ ή

ᾤ Ей˔ИрϽχІϾЅв˔иḚ

Ṱ♥ʾ ἇχḚ Ϟ► τḩβϥ Ặ
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今後の展望

①入所期間の長さ

②個別トレーニングのスケジュール管理

③義肢・装具の管理や使用方法に関する情報共有

→ ṍḧϬ βϥ︡Ϥ ϙ

→ᾤ Ей˔ИрϽЮИв˔χ ӛσςχ︡Ϥ ϙ

→Ṱ♥ʾ ἇχḚ ʾ► χ Ặ ϒχ︡Ϥ ϙ
ˣЭ˔Р˔╖ֲʺ ♠⌠ σς

利用者の「生活の質」を低下させていると考えられる３つの要因
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